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第１章 計画の策定にあたって 

Ⅰ 計画策定の趣旨 

 「食」は、私たちが生きていくために欠かせないものです。 

 近年、私たちの食生活は豊かになった反面、核家族化や家族の多様化、社会環境の変化、食の情

報の氾濫など、食を取り巻く環境の変化などを背景に、栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習

慣病の増加、過度のやせ志向等の健康問題のほか、食の安全上の問題、食の海外への依存、伝統的

食文化の喪失など、食に関わる様々な問題が生じ、食に対する意識、食への感謝の念や理解が薄れ、

食の大切さに対する意識が希薄になってきています。 

 国は、平成１７年７月に「食育基本法」を施行、平成１８年３月には「食育推進基本計画」を策

定し、国民運動として食育に取組んでいくことを推進しています。 

 本市においては、川崎市新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」の「市民が主体の健康づく

りへの支援」に食育を位置づけ、市民の一人ひとりが食に関する知識と、食を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践できるよう、国の「食育基本法」及び「食育推進基本計画」を基本として、家

庭、学校、地域、企業等さまざまな分野において、すべての年代の市民に食育を推進するため、本

市の区域における特性を生かした「川崎市食育推進計画」を策定します。 

食育とは・・・  

 「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとと 

 もに、様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生 

 活を実践することができる人間を育てる」こととされています。 

 （食育基本法前文より） 
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Ⅱ 計画の位置づけ 

 この計画は、「食育基本法」の目的・基本理念をふまえ、同法第１８条第１項に定める市町村食

育推進計画として、すべての食育関係者（行政、教育、生産者、関連事業者等）ならびに市民がそ

れぞれの役割に応じて連携しながら食育を推進するための基本指針とします。 

また、川崎市新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」をはじめとする本市の関係計画等と調

和を図りながら実施するものとします。 

 川崎市食育推進計画の位置づけ  

 川崎市新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」 

      〈健康福祉局〉               〈市民局〉 

       ・かわさき健康づくり２１           ・川崎市青少年プラン

      ・かわさき子ども「夢と未来」プラン       ・川崎市男女平等推進行動計画 

      ・かわさき健やか親子２１ ・地域福祉計画    ・消費者行政推進計画 

      ・川崎地区地域保健医療計画           〈環境局〉

      ・介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画     ・川崎市環境教育・学習基本方針

      ・食品衛生監視指導計画           ・かわさきチャレンジ３Ｒ 

 ・地球温暖化対策地域推進計画 

〈教育委員会〉・かわさき教育プラン

〈経済局〉・かわさき「農」の新生プラン

川崎市食育推進計画 

 食育基本法      食育推進基本計画 

Ⅲ 計画の進捗管理と評価 

 この計画をより実効性のあるものにするために、「川崎市食育推進会議」において協議を行いな

がら、平成２２年度には、市民健康づくり実態調査等の結果により、計画の達成状況を把握し、さ

らに効果的な食育の推進を図ります。 

 なお、この計画は必要に応じて見直します。 
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知っていますか？

 「食育」という言葉はいつ頃から使われ始めたのでしょうか。これについて 

ば明治時代の 2冊の書籍が挙げられています。 

 一冊目は、明治３１年（1898 年）に初版が発行された石塚左玄著「食物養 

生法」です。同書においては、「食能（よ）く人を健にし弱にし、食能く人を 

聖にし暴にし、食能く人を雅にし俗にするのみならず、食能く人の心を軟化し 

て質素静粛に勤勉し、食能く人の心を硬化して華美喧噪に断行するに至る」と 

述べるなど、食が人に及ぼす影響が大きいことを強調しています。さらに「嗚 

呼何ぞ学童を有する都会魚塩地の居住民は殊に家訓を厳にして躰育智育才育は 

即ち食育なりと観念せざるや」（学童を養育する人々は、その家訓を厳しくし 

て、体育、智育、才育はすなわち食育のあると考えるべきであるとの大意）と 

し、体育、智育、才育の基本となるものとして「食育」の重要性を述べていま 

す。 

 もう１冊は、明治３９年（1903 年）に初版が発行された村井弦齋著「食道 

楽」です。同書においても、登場人物の会話の中で「智育と体育と徳育の三つ 

は蛋白質と脂肪と澱粉のように程や加減を測って配合しなければならん。しかし 

先ず智育よりも体育よりも一番大切な食育の事を研究しないのは迂闊の至りだ」 

と述べており、智育よりも体育よりも「食育」が大切ではないかと指摘してい 

ます。 

 しかしながら、その後暫くの間「食育」という言葉が世間で広く使われるこ 

とはなかったようです。 

              平成１８年版 食育白書より 


